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　東京都気候変動適応センターは、10月14日（土曜日）、都立木場公園で開催された「第41回江東区民まつり中
央まつり」にブース出展しました。今回のまつりのメインテーマは「世代をつなぐ心のふれあい」でした。当セン
ターでも気候変動適応啓発ポスターや猛暑日日数の分布図に関するポスターをご覧いただき、気候変動に関す
るクイズを小さなお子様やご高齢の方等を含む約300名の方に回答してもらいました。
　また、11月11日（土曜日）及び12日（日曜日）には、西東京いこいの森公園で開催された「にしとうきょう環境フェ
スティバル2023」にブース出展しま
した。啓発ポスターや展示、クイズだ
けでなく、西東京市のコミュニティ
FM「エフエム西東京」を通じて気候
変動適応を知っていただきました。
　都民の皆様一人ひとりが気候変
動適応策を進めていくために、今後
も認知度向上のための啓発に力を
入れて参ります。

PRイベント出展報告 第41回江東区民まつり中央まつり、PRイベント出展報告 第41回江東区民まつり中央まつり、
にしとうきょう環境フェスティバル2023にしとうきょう環境フェスティバル2023

東京都気候変動適応センター

「第41回江東区民まつり中央まつり」の様子 「にしとうきょう環境フェスティバル2023」の様子

　大阪工業大学、大宮キャンパスで9月11日（月）から13日（水）に掛けて、第34回廃棄物資源循環学会研究発表
会が開催され、口頭197件、ポスターセッション87件が発表されました。
　口頭発表については、発表時間、質問時間が短いにも関わらず、セッション会場内外で活発な意見交換がされ
ました。当研究所からは、「食品容器包装プラスチックの樹脂などの組成分析及び判別方法について」として積層
プラスチックが多く使われている食品の容器包装の樹脂や素材について複数の判別方法を比較分析し、その課
題について整理した研究、「流動床式焼却炉からの飛灰の脱塩について」として流動床炉からの飛灰について脱
塩処理を行い、セメントの原料化を可能にする研究を発表しました。また、ポスターセッションでは、「近赤外線分
光光度計によるプラスチック判別における判別精度向上に関する研究」として複合材質プラスチックにおける材

質と配合量の推定が可能で
あることを明らかにした研
究を発表しました。この他に
もプラスチックやごみ排出
を取り巻く最新動向につい
ての特別プログラム・基調
講演・パネルディスカッション、
建設系廃棄物他リサイクル
施設への見学会が開催され
ました。

活動報告  第34回廃棄物資源循環学会研究発表会活動報告  第34回廃棄物資源循環学会研究発表会
環境資源研究科　長谷川  明良

会場　大阪工業大学 口頭発表 ポスターセッション
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活動報告　施設見学受け入れ活動報告　施設見学受け入れ
研究調整課　研究調整係

　当研究所では、日頃の研究成果や研究施設を知っていただくため、施設見学を受け入れています。今年度は
10月末の時点で150名を超える見学者にお越しいただきました。
　自動車環境対策、大気汚染対策、有害化学物質、水環境などに関する研究について幅広く紹介・情報交換を
行っています。海外からの訪問も含めた、施設見学の様子をご紹介いたします。

　中国から鄭州大学の皆様にお越しいただきました。化学を専攻されて
いることもあり、当日は多くのご質問をいただき、当所の研究員の説明
にも熱がこもっていました。

10月12日（木曜日）　

電話 03ー3699ー1333　 e-mail：kanken@tokyokankyo.jp
施設見学に関する
お問い合わせはこちらまで！

東京都環境科学研究所　広報担当

鄭州大学（中国）　大学生15名様

　化学物質の環境リスクをテーマとしたゼミに所属する学生の皆様に
お越しいただきました。
　いくつかの施設を見学してもらいましたが、特に自動車排出ガス測定装
置はインパクトがあり貴重な経験ができたというご意見を頂戴しました。

10月17日（火曜日）　
大妻女子大学　大学生5名様




